
 
 

                                                                                                     【達成評価の評価基準】 

A １００％以上の達成度 十分に目標を達成できた。 

B ８０％以上１００％未満の達成度 おおむね目標を達成できた。 

C ６０％以上８０％未満の達成度 あまり目標を達成できなかった。 

D ６０%未満の達成度 目標を達成できなかった。 
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目標達成のための手立て 評価指標 

自己評価 改善計画 学校関係者評価 

達成率 
評

価 
結果と課題の説明 改善案 意見等 

 
 

 

確
か
な
学
力 

基礎基本
の学力の
確実な定
着 

基礎学力が確
実に定着し、学
力が 向上す
る。 

「楽しく」「わかる」授
業の工夫・改善を図
る。 
 
 

○標準学力調査で、正答率６０％を上
回る。１００％ 

○国算の単元末・学期末テストの通過
率 ８０ポイントを超える児童 
低 ８５％ 中 ８０％ 高 ７５％以上 
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低115 

中１００ 

高１０４ 

A 

○標準学力調査の正答率６０％を上回る児童１００％は、

平均９４%であった。 

○単元末テストの結果は、国語科８７％、算数科８４％で、

全学年目標値以上の成果であった。 

※2つの指標を平均すると、達成度は１００％となる。 

○朝や昼のドリルタイムを活用しながら既習事項を確認するととも
に、個別指導の充実を図る。 

○課題のある教科の授業については、ＴＴ等で可能な限り授業を行っ
て学習内容を確実に身に付けさせたり、放課後の時間を活用した
り、個別指導を行ったりしながら、学力定着に取り組む。 

○これまで数年間、国語科を中心に授業研究を行ってきたが、来年度
は教科を絞らない教科オープン型の教育研究を進め、授業改善に
取り組む。 

○全ての学年において数値

目標を達成できている。 

○昨年度までに、課題があ

った学年についても学校

の取組により、経年比較で

確実に正答率が上昇して

いる。 

○児童のつまずきを明確に

しながら、授業改善、個別

指導に取組み、児童の基

礎学力定着を目指してほ

しい。 
振り返りの視点や振
り返りの仕方につい
て指導する。 

○振り返りの視点をもって振り返りがで
きている児童 80％以上にする。 

 
105 

 
A 

○アンケートの結果は８４％で、指標達成率は 105％とな
った。担任の見取りによる評価は向上したものの、 

○目標値は達成しているが、児童アンケートと教師アンケ

ートの数値に差があるので、児童一人一人が振り返り
の意味を自覚して自分の学びに反映させていく。 

○児童が学習を振り返ることの意味やよさを実感できるような手立て
が必要である。振り返りの工夫をどのように行うかを全職員で共有

し、来年度の研究に生かしていく。 

地
域
と
創
る
学
校 

コミュニテ
ィ・スクー
ルの推進 

「社会に開かれ
た教育課程」の
充実を図る。 

子どもと大人とが協 
働して学習活動を行 
う場を設定する。 

子どもと大人とが協働して行う学習活動を、
年間2回以上実施する。 100 A 

○コロナ禍でも、年度の後半からは、感染症対策を行いな

がら、地域の方や企業との協働的に継続した活動、CS

お礼の会（学習発表会）などを実施することができた。 

○子供と学校運営協議会と一緒に企画・運営していくとい

うところまではまだ十分できていない状況である。 

○感染症対策をしっかり行いながら、地域の方々との話し合いの場を
設定していく。また、取組の輪を広げていく方法を模索していく。 

○新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため、計画

された取組の多くが中止と

なった。今年度は当然の

ことである。 

○来年度は、できることを無

理をせず、感染症対策をし

っかりと行いながら、取組

みを進めてほしい。 

豊
か
な
心 

自らを律
し、自立
し、相手
意識をも
つ 

進んであいさつ
を行う。 

府南の「あいさつレ
ベル５」目標にあい
さつをする生活態度
を身につけさせる。 

【当初の目標指標】 
１・２年生 レベル２ 児童９０％以上 
３・４年生 レベル３ 児童９０％以上 
５年生   レベル４ 児童９０％以上 
６年生   レベル５ 児童７０％以上 
 

  

【新型コロナ感染症感染拡大の状況下のため評価対象
から除外した】 

 

○新型コロナウイルスの影響で今年度は正確な集計が困
難だった。児童会を中心に、「世界の挨拶をしよう」と取
り組んだり、玄関前などで挨拶運動に取り組んだりし

た。 

○あいさつの意義について確認し、人と人とのコミュニケーション手段

の一つとして登下校のみならず、日常の場において、気持ちよい挨
拶を心がけ、府南学園として魅力ある児童生徒の育成を目指す。 

○全国的に不登校児童・

生徒が増加しているこ

とが大きな教育課題と

なっていることを耳に

する。個々の家庭や

児童によって、その要

因は様々だと思うが、

地域の方と共に登校

することで不登校傾向

の児童の状況が改善

されていったという事

例もあった。今後も家

庭、地域と相互に連

携・協働しながら不登

校児童への取組みを

進めてほしい。 

無言掃除を行

う。 

１５分間黙って掃除

に取り組ませる。 

児童の自己評価 ８０％以上 

教師の評価 ８０％以上（府南） 
101 A  

○全学年の平均肯定的評価の割合は８３．３％となり、目
標値を達成した。 

○一部において、掃除のとりかかりが遅いことや、集中し
て掃除ができない児童もいる。 

○掃除の仕方については、低学年の時から丁寧に指導していく。 
○家庭でも「掃除をする」という経験をもっとさせていくために、家庭と 
の連携も図っていく。 

不登校児
童０をめざ
す。 

学期ごとの欠
席を１０日以
内にする。 

楽しく充実した学校
生活になるような学
級経営を行う。家庭
への積極的なはたら
きかけを行う。 

【当初の目標指標】 
学期ごとの欠席が 10 日以内の児童 
１００％以上 

  

【新型コロナ感染症感染拡大の状況下のため評価対象

から除外した】 
 

○今年度は、新型コロナウイルス感染症の対応で、出席

停止扱いの数値が多くあるために、正確な集計が困難
であった。 

○児童が楽しく学校生活が送れるよう、家庭との連携を密にし、学校 

に相談しやすい関係を築いていく。 

○不登校（傾向も含む）児童への取組は、当該児童への声掛けや、保

護者連携、専門機関との連携等、学校の重点的な取組として実施継

続中である。 

頑
張
る
体
力 

健康的な
体と基礎
的な運動
能力の育
成 

進んで体力つく
りを行う。 

・体育科の授業改
善、業間体育の工夫
をすすめる。 
・外遊び奨励を継続
する。 

【当初の目標指標】 
新体力テスト総合評価（5 段階）が、B 以上の
児童の割合65％以上 

  

【新型コロナ感染症感染拡大の状況下のため評価対象
から除外した】 

 

○新型コロナウイルス感染症により、全国の新体力テスト

が中止となったが、府南学園で統一して 11月6日に実

施項目を一部削除して実施した。 

○昨年度は、立ち幅跳びにおいて全国平均を下回る学年

が多かったが、今年度は、全学年が全国平均を上回る

ことができた。しかし、50ｍ走や 20ｍシャトルランなど

走力に課題が見られた。 

○来年度も体育行事を効果的に活用し、行事に向けての練習や外遊

びを促す活動を仕組んだりすることで体力の向上を図る。 

○駅伝大会やなわとび大会

等を取り入れ、児童に興

味・関心を持たせるよう体

力つくりに取り組んでい

る。引き続き、楽しみなが

らやる気を持たせながら

児童の体力つくりに取り組

んでほしい。 

令和２年度 学校自己評価表  


